
 第１０章　多文化共生の環境づくりについて

  【問26】あなたは海外の人との交流や、国際交流関係のイベントに参加したことがありますか。

ある
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無回答及び

無効回答
4.9%

（N=5,241）

・「ある」と回答した人の割合は13.4％で、一方、「ない」と回答した人の割合は81.7％となっている。

・区別にみると、「ある」と回答した人の割合は、北区と中区が他の区より高い。

・年代別にみると、「ある」と回答した人の割合は20歳代の23.3％が最も高い。
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  【問27】外国人市民が暮らしやすいまちにするために、どの取組が進んでいると思いますか。（複数回答）
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・年代別にみると、「看板、案内板等の多言語化」と回答した人の割合が最も高いのは20歳代で、唯一５割を超えてい

る。

・「看板、案内板等の多言語化」と回答した人の割合が最も高く、41.3％となっている。

・次いで「外国人市民のための相談・支援体制」28.3％、「日本語、外国語学習の支援」22.4％となっている。

・また、「特にない」も21.6％を占めている。
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